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Petavatthu-Atthakathaに つ い て

藤 本 晃

南伝 パ ー リ三蔵 のKhuddakanikaya(小 部)に 収 め られ るPetavatthu(餓 鬼事経,

Pv)はB.C.3C.ま で に編纂 され た経典 で,様 々な餓鬼(peta)に 関 す る五十一.の

物語(vatthu)か ら成 り,全 編が偶(gatha)の 形 式 で説 かれ てい る.一 つの物語 を

構 成す る偶 の数 はわずか三偶 の ものか ら九十偶 に達す る もの まで様々 で,数 偶か

ら成 る短編 のものには餓鬼 の話 を全 く含 まずただ世尊の偶だ けを説 くものがあ り,

一 方長編 の もの には
,偶 の途 中で何 の説明 もな く物語 りの場面 や問答す る説者 た

ちが変 わってい るものがあ り,そ の場 合 には偶 の中 に幾分 の補足 説明 を含 む もの

もあるが偏 を読諦す るだ けで は意味 が通 じ難 い ものが多 い.比 丘 た ちが在家信 者

のた めにPvを 説 く場 合 には,恐 らくそれ らの偶が説 かれ るに至 つた因縁諌 や物語

の背景な どを比丘 たち 自ら補 いなが ら,偶 を読諦 して いたで あろ うと想像 され る.

A.D.6C.後 半 にダ ンマパー ラ(Dhammapala)は

それ(Pv)に 対 して,古 の注釈書の仕方に則 り,一 つ一つ[の 物語]に それぞれ由縁を明

らかにし,大 寺派の,極 めて明瞭で純正で,微 妙な意味内容が決定している宗義に違 うこ

とな く,力 の限り明瞭に,[物 語の]意 味内容に対する註釈を私は作ろう.私 はしっかりと

それを説きますので,善 き人々はどうぞお聴き下さいますように.D

と,そ れ まで伝 え られて きた伝統 に則 ってPvに 註 を施 し ―Petavatthu-Atthnkatha

(餓鬼事経註,PvA)を 著 した.こ れ によってPvに 説 かれ る偶 の内容や背景 が容 易

に理解 で きるよ うにな った.PvAはPvの 物 語 に一つ一 つ因縁 謳 を説 いて偶 の説

者,説 か れた場所,時,由 来 を明 らかに し,幾 つ かの偶 の後 にま とめて偶文 の語

義 解釈 を し,註 釈 を加 え る.偶 の説者 や場面が変 わ る処で は,そ れ以降 の因縁課

を挿入す る.最 後 に偶 の説者 が世尊 以外の場合 には,世 尊:にその事件 が報告 され

た として 「師 はそ[の 事件]を 縁 として説法 され た」な どとい う結語 で締 め くく

る.世 尊 が偶 の説 者 とな ってい る物語 は全体 の四分 の一 の十 三話 に過 ぎないが,

ダ ンパー ラはPvに 収 め られ る偶 は全 て仏説 で ある と主 張 して いるのであ る.Pv

は これ まで
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餓鬼 の惨憺たる姿を述べている.(中 略)来 世における結果を前世の行為 と厳密に対応さ

せ,因 果応報の理をSchema的 に表現 している.そ のため物語は千篇一律で迫力に乏 しい.

又他方では亡者救済のために僧伽へ布施することの功徳が強調 されている.2)

等 と簡単 に評 され るこ とが多 く,実 際Pvの 全 五十一話 中三十七 話 に餓鬼た ちの

悲惨 な現状 とその果報 を受 けるに至 った前世 の悪業 が説 かれ,悪 因苦果 の因果法

則 が強調 され てい る.し か しPvに 説 かれ る思想 はそれに留 まらない.ダ ンマパー

ラが

餓鬼たちによって前生において為された餓鬼 という状態を作 り出す業 と,彼 らのそれぞれ

の[餓 鬼 としての]果 報の違いを一つ一・つ明確に示 し,[人 々に出世間への]ぐ ず ぐずして

いられない気持ちを生 じさせ,業 の果報を明らかに示す諸仏の教説がある.3)

とPvAに 説 くよ うに,こ の教説 を説 き聞かせ られ た人 々は,自 分 自身の来 世の

楽果 のた め,ま た現 に苦果 に苦 しむ餓鬼 たちのた めに,自 ら悪 業 を離 れ善 業を行

い世 間の功徳 を積 み,自 身 の帰依 処 と餓鬼 たちの救 いを求 め,更 には出世 間の志

を立て た ことで あろ う.Pv(A)の 物 語 には単 に餓鬼 たちの悲惨 な姿 を説 くだ け

でな く,そ れ を通 して人々 を善行 や出世間 へ導 く重要 な思想 が随所 に織 り込 まれ

てい る.こ こでは第一品第一話(以 下,H)に 説 かれ る布施 の物語 を中心 に して,

Pv(A)が 示 す思想 の一端 を概 観す る.

因縁讃:生 涯善行を全 く行わなかった放蕩な長者の息子が没落 し,盗 みを働いて捕まり,

斬 首刑に決った.処 刑場まで歩かされる道中,知 り合いの女性が彼を哀れに思い,彼 に水

と砂糖菓子を与えた.マ ハーモッガラーナ長老は天眼通によってこの様子を知 り 「彼は何

の善行も行わず,悪 行ばかりした.次 には地獄に生まれるであろう.し かしもし彼がも

らった水と砂糖菓子を私に布施すれば,そ の善行によって彼は地の神に生まれ変わるであ

ろう」と考え,神 足通によって彼の前に現れた.長 者の息子は長老を見て敬慶な気持ちに

なり 「今処刑されようとしている私がこの水や菓子を食すことに何の意味があろうか.し

かし彼岸への道を進む人(長 老)に はこれは行路の食 となるだろう」と考え,水 と砂糖菓

子を長老に布施 した.長 老は布施を受けてその場に座 り,水 と菓子を食し,座 より立って

去った.

長者の息子は処刑された.長 老への布施の善行によって三十三天に生まれる価値があっ

たが,死 ぬ直前に 「彼女のお蔭で施物が得 られた」と彼女に愛着を持ち心が汚れたので,

バ ンヤンの木の精(地 居神の一つ)に なった.こ の因縁により,世 尊は以下の三偶を説い

た.

1:ア ラカンたちは田の如 し.施 主たちは農夫の如し.施 物は種子の如し.こ れより果

報が生じる.
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2:こ の種子,耕 作,田 は,餓 鬼たちのためでもあり,施 主のためでもある.そ れ(布

施の果報)を 餓鬼たちは享受 し,施 主は[布 施の]功 徳によって栄える.

3:こ こにおいて善を為 し,餓 鬼たちにと供養[し],勝 れた行いを為 した後,彼(施 主)

は天界の処に赴 く.4)

Pv(A)の 最 初 の物語 で あるにも関 わ らず,L1に は前世 の悪 業の故 に苦 しむ餓

鬼 は出 ない.因 縁 潭は,悪 業 の故 に地獄 に堕ち る筈で あつた男がマハーモ ッガ ラー

ナ長老へ のたった一つ の善行,布 施 に よつて三十三天 に生 まれ る価値 が あった と

説 き,続 く世 尊の三偶 は布施 と回 向の思想 を示す.そ の中,第 一偶 で は布施 が果

報 を生 じるため に必要 な三 つの要素,即 ち布施 の受 け手,施 主,施 物 を挙 げ,受

け手で あるア ラカ ンを良 田に,施 主 であ る在 家信者 を農 夫 に,施 物 を種 子 に喩 え

る.PvAは

ち ょうど雑草などの悪い条件が取 り除かれて善 く整備された田が,種 子が撒かれ,し かる

べき時に水などの必要条件がそこに与えられるなら農夫に大 きな果報をもたらすように,

貧欲などの汚れを取 り除き,[自 己を]善 く整えている煩悩が尽 きた相続[で あるアラカン]

は,施 物 という種子が撒かれた時に適時[に 与えられる]な どの必要条件がそこに満たさ

れているなら,施 主に大きな果報をもたらす.5)

と註 釈 す る.良 田で あ るア ラカ ンに対 して,農 夫 が耕 し種子 を撒 くよ うに心 を

込 めて布施す るな ら,施 物 とい う種子 は果報 をもた らす のであ る.6)

第 二 第三偶 は,ア ラカ ンへの布施 が施 主 自身 に生天 な どの果報 を もた らす だけ

でな く,餓 鬼 もまた それ を享受す る と説 く.こ こには餓 鬼へ の功徳 の回向が示唆

されてい るが,PvAは これ を以下 の ように註釈す る.

も し施主が餓鬼たちのために(uddissa)布 施 をするならぼ,餓 鬼たちにとっても施主に

とっても,一 方,餓 鬼たちのためにではな く,布 施をするならば,施 主にとってだけ,こ

の種子,こ の耕作,こ の田は利益 となるという意味である.(中 略)施 主によって餓鬼た

ちのためにと布施がなされる時は,前 述の如 く,田 と耕作と種子[の 三者]が 円満するの

で,そ して[餓 鬼たちがそれを]感 謝する(anumodana)の で,餓 鬼たちにとって利益 と

なるようなその布施の果報を,「 餓鬼たちは享受する」.(中 略)一 方施主は,自 分の布施

からなる功徳の故に天[界]や 人[界]に おいて[そ の功徳が]円 満す るのを享受するな

ど,功 徳の果報によって栄える.7)

三 つ の要素 が整 い正 し く行 われ た布施 は,施 主 自身に は現世 の幸 せや来世 の生

天 な どの果報 を もた らす.更 に,そ の布施 が餓鬼 たちのた めに行 われたな ら,即

ち餓 鬼 たちに回向 され たな ら,施 主 自身だ けで な く餓鬼 たち もまた,そ の布施 の

果報 を享受す る ことがで きる.更 にダンマパ ー ラは第三偶 の 「餓鬼 たちに と供養 」
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を釈 し,

餓鬼たちのためにと[為 された]布 施によって[ア ラカンたちを]接 待 し,受 けている苦

悩か ら餓鬼たちを解放 して,実 に彼 らのためにと与えられている布施が,彼 らのための供

養(puja)と 呼ぼれる.8)

とす る.こ こでは餓 鬼た ちのために回向す る布施 を特 に供 養 と呼ぶ のであ る.

以 上I.lに 説 かれ る布施 の思想 を概観 し,そ れ が回向,供 養等 と密接 に結 びつ

くこ とを見 て きた.こ れ らの思想 は比丘 の出世間 の修 行 に対 す る在 家信者 の世 間

にお ける福徳行(い わゆ る施 論,戒 論 生天論等)と して よ く知 られ るものであ

るが,そ の由来 や解釈 は現在 も様 々 に議論 されてい る ところであ る.9)次 回 はPvA

の 十 九話 に亘 って説か れ る布 施の思想 を取 り上 げ,こ の問題 の解 決 に一石 を投 じ

たい.
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